
目標・実績／取り組み事例

従業員のからだとこころの健康保持のため、以下の取り組みを実施しています。

からだの健康
国内グループ会社の従業員については、健康保険法に基づいて健康保険に加入し、従業員の健康保持増進を推進していま
す。労働安全衛生法に基づく定期健康診断についても、適切に実施しています。

〈健康保険組合と連携した取り組み〉
① 特定健康診査･特定保健指導
　•  「特定保健指導の実施率100%」を目標に掲げ、対象を全年齢に拡大し、生活習慣病を予防
　•  結果や問診回答の内容を分析して従業員の健康状況を把握
② 禁煙サポートプログラム
　•  勤務時間・当社敷地内は「原則禁煙」とし、健康保険組合と共同で本プログラムを実施して、従業員の禁煙の取り組み
をサポート

〈住友化学（単体）で実施している取り組み〉
① 睡眠改善プログラム
　•  睡眠測定デバイスで睡眠状態を測定し、アプリで睡眠課題を可視化、専門家の指導を受け睡眠の質を向上させるプロ
グラムを実施。従業員がよりよい睡眠をとることで、ベストパフォーマンスの発揮や有所見率の改善につなげる

② 運動・トレーニング環境の充実
　•  提携するトレーニング施設の拡充（約420施設→約5,800施設／全国）など、運動機会のさらなる提供・充実により運
動習慣の定着を推進

〈従業員の健康〉
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こころの健康
医療スタッフとの連携のもと、会社に実施が義務付けられている「ストレスチェック」を適切に実施し、セルフケア、ライン
ケアの両面からメンタルヘルス不調の未然防止に取り組み、従業員が医療スタッフへの相談を随時受けられる体制を整
備しています。また、従業員の個別の相談に対応できる外部カウンセリング窓口も設置しています。
　ストレスチェックによる集団分析も実施し、事業所や職場の傾向を分析しながら、職場へのフィードバックや講演会な
どのテーマの選定を行い、従業員のメンタルヘルスケアに取り組んでいます。
　また、階層別の昇進時研修や新入社員研修のなかで、セルフケアやラインケアといった研修参加対象者層に適切なメン
タルヘルスケア研修を実施するほか、良好な人間関係の構築や生産性向上に資すると言われる「マインドフルネス」のレク
チャー映像を制作し、社内公開するなどして、メンタルヘルスケアの環境を整備しています。

健康経営優良法人 ～ホワイト500～
定期健康診断の結果や問診の回答を分析し、BMIの改善など、数値化した目標を設定し、さま
ざまな健康保持増進施策に取り組んでいます。
　また、当社は、「健康経営優良法人 ～ホワイト500～」の認定を6年連続で受けました。「健
康経営優良法人制度」は、経済産業省が2016年に創設し、日本健康会議が進める健康増進の
取り組みなどをもとに、特に優良な健康経営を実践している企業などを顕彰する制度で、当
社の健康管理に関するさまざまな施策や取り組み体制が評価されたものです。

住友化学では、人材は最重要の経営資源であるとの考えのもと、従業員の健康保持増進のためのさまざまな取り組みを
立案、実施していきます。また、これらの取り組みの結果を検証、改善し、PDCAサイクルを回すことで、より効果的な健
康保持増進施策を展開し、従業員の健康を支援していきます。

今後に向けて

■ KPI

「健康経営優良法人（ホワイト500）」の継続認定

2022年度 

41.7%
前年度 ―

（注） 2022年度より算定開始

2021年度 

99.4%
前年度 99.3%

■ 定期健康診断受診率※

2021年度 

67.0%
前年度 54.0%

■ 精密検査受診率※

2021年度 

83.8%
前年度 84.9%

（注） 40歳以上

■ 特定保健指導受検率※

2022年度 

94.0%
前年度 94.3%

■ ストレスチェック受検率※

2022年度 

67.4%
前年度 67.6%

■ BMI適正率※

2021年度

15.8%
前年度 17.5%

■ 喫煙率※

■ 健康イベント参加状況※：（ウォーキングイベント）

※ すべて住友化学単体
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